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「笠岡諸島　六島（ねことビールと灯台と・・・）」� （写真提供：岡山県間連）
　岡山県最南端に位置する、笠岡諸島の六島。その南の香川県荘内半島との間は、潮流の速い海峡で、瀬戸内海
の重要航路となっており、安全を守るため、六島に岡山県で最初の灯台が設置されました。この灯台のある高台
からは、香川県の讃岐富士を望むこともでき、その周辺には水仙が群生しており、１～２月が見頃とのことです。
この島には民家を改装した六島浜醸造所（不定期でcafe＆barを営業）があり、フルーティなセゾンビア「六島麦
のはじまり」（右上）・スモーキーでコクのあるラオホビア「六島ドラム缶会議」（右中）などが楽しめます。また、
看板ねこの「チャッピー（茶虎）」や、他の島猫たちにも出会えるかも・・・。
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　令和8年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨
拶を申し上げます。
　会員の皆さま方には、広島国税局間税会連合
会の運営に対し、日頃より格別のご協力を賜り、
心より御礼申し上げます。また、国税当局の皆
さま方には、平素より多大なるご支援とご指導、
ご鞭撻を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、全国的には大阪万博
2025の開催が大きな話題となり、世界各国から
多くの来場者が訪れました。日本の先端技術や
文化、環境への取り組みが注目され、国内外の
交流が一層深まりました。また、アメリカ大統領
選挙ではトランプ氏が再び政権を担い、国際情
勢や経済政策に影響を与えました。国内では女
性初の総理大臣が誕生し、日本の安全保障強
化、経済成長とデジタル化推進、ジェンダー平
等や子育て支援、働き方改革など新たな政策が
進められ、社会に新しい風が吹き込まれました。
経済面では円安や物価高騰への対応が課題と
なる一方、デジタル化の加速や災害対策の強化
など、暮らしや産業の変革が進んだ一年でした。
　一方では、広島に目を向けますと、新しい広
島駅ビル「ミナモア」の開業や、路面電車の広島
駅乗り入れにより、交通の利便性が大きく向上
し、駅周辺の再開発も進みました。観光ではイ
ンバウンド客が大幅に増加し、宮島や平和記念
公園などの主要観光地が賑わい、来広者数は過
去最高を記録しました。県政では16年ぶりの知
事交代で女性知事が誕生し、地域活性化や環境
政策、子育て支援など新たな施策が展開され、
県民の期待が高まっています。経済面でも地元
企業の新規事業やスタートアップ支援が進み、
瀬戸内海を活用した観光・物流の発展など、地
域の活力が一層高まった一年となりました。
　さて、間税会に話を移しますと、令和元年10
月から税率が10パーセントに引き上げられ、我
が国の税体系の中でも、最も大きな税収をもた
らす基幹税となり、少子・高齢化に伴う福祉財
源確保の必要性などから、非常に重要な存在と
なっています。税制度面では「インボイス制度」
の定着化や「電子納税（e-Tax）」の普及強化など、

消費税をはじめとする税制の変化に対応した
活動が求められる時代となっております。
　私ども広島国税局間税会連合会は、次の100
年に向けた活動を続けておりますが、消費税に
ついての理解を啓発する団体として、間税会の
役割はますます重要となってまいります。
　引き続き、消費税の会として税務行政の周知・
徹底と、間税会の基盤を維持強化するうえで、
会員増強は非常に大切な活動であります。
　恒例行事である「税を考える週間」における「税
の標語」募集では、昨年度29,092点の応募があり、
着実な活動の成果が表れているものと感じて
おります。
　また、女性部が主催する「税の紙芝居」は全国
大会でも紹介され、その取り組みが全国各地に
広がっていることを大変嬉しく思います。
　会員の皆さまには、これからも各税務署としっ
かり連携しながら、組織の安定した運営や啓発
活動に積極的に取り組んでいただけますよう
お願いいたします。また、間税会活動をさらに
活発にしていくために、年に1度の「講演会やセ
ミナー」の開催など、皆さまのお力添えをいただ
けますと幸いに存じます。
　さらに、今年9月には、広島で全国間税会総連
合会第53回通常総会が開催されます。皆さまに
はご負担をおかけしますが、総会が無事に成功
しますよう、引き続きご支援とご協力をよろし
くお願いいたします。
　今年の干支は「丙午（ひのえうま）」に当たる
年であり、「丙午」の年は、情熱と行動力が際立
つ年とされています。新しい挑戦に適した年で
あり、迷っていたことに取り組むと良い結果が
得られるとされ、人とのコミュニケーションが
運気を上げる要因となると言われています。
　会員の皆さま方におかれましても、情熱的で
活力に満ちた、有意義で実り多い年となります
よう、心よりお祈り申し上げます。
　また、国税当局の皆さま方のご健勝とご活躍を
祈念いたしますとともに、当連合会の運営につき
まして、一層のご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

《謹んで新年のご挨拶を申し上げます》
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広島国税局間税会連合会 会長

年頭所感年頭所感
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広島国税局長

《謹んで新年の御挨拶を申し上げます》

　令和８年の年頭に当たり広島国税局間税会
連合会の皆様方に謹んで新年の御挨拶を申し
上げます。
　部谷会長をはじめ間税会会員の皆様方には、
平素から税務行政全般にわたり、格別の御理
解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　間税会におかれましては、消費税をはじめ
とする間接税に関する唯一の団体として、永
年にわたり税知識の普及と納税道義の高揚を
図るための啓発活動に意欲的に取り組んでお
られます。
　とりわけ、「税の標語」の募集や研修会・講
演会の開催、行政に対する提言活動として消
費税に関するアンケートの実施など、これら
の活動の成果は、間税会会員の皆様方の御尽
力の賜物であり、心から敬意を表する次第で
ございます。
　また、消費税のインボイス制度については、
制度施行から２年が経過し、社会経済取引に
おいても本制度が定着してまいったところで
す。これまで間税会会員の皆様方には、同制
度に伴う広報及び周知活動を積極的に展開し
ていただいており、改めて厚く御礼申しあげ
ます。
　さて、近年グローバル化やデジタル化が急
速に進展するなど、経済社会全体が大きな構
造転換期を迎える中で、皆様方ご承知のとお
り、国税庁では「納税者の皆様の利便性の向
上」、「課税徴収事務の効率化・高度化」及び「事
業者のデジタル化促進」を３つの柱とし、日々
進化を続けるデジタル技術の積極的な活用を
図る「税務行政のデジタル・トランスフォーメー
ション（DX）」を推進しております。

　広島国税局といたしましても、「あらゆる税
務手続が税務署に行かずにできる社会」とい
う将来像に向けて、e-Tax等の利便性向上や
相談対応・情報発信の改善など、納税者目線
に立って、様々な納税者サービスを包括的に
見直してまいります。
　間もなく令和７年分の所得税・消費税の確
定申告が始まりますが、今では約４人に３人
の方がe-Taxを利用されるようになり、申告
のために確定申告会場に来場される方の数は
大幅に減っているところです。皆様方にも、
是非、御自宅からスマートフォンなどを利用し
たe-Taxによる申告をお願いいたします。
　加えて、広島国税局及び各税務署では、
キャッシュレス納付の普及にも力を注いでい
るところです。消費税の納付をはじめ、特に
源泉所得税の納付につきましてはインター
ネットバンキングやダイレクト納付の利用促
進に、引き続き、御理解と御協力いただきま
すようお願いいたします。
　国税庁の使命である「納税者の自発的な納
税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」こ
とは、我々国税職員のみで実現することはで
きず、納税者の皆様方の御理解が不可欠です。
　税に関する国民の関心が一層高まる中、税
務行政の良き理解者として、間税会の存在は
ますます重要なものになると考えておりますの
で、本年も何卒よろしくお願い申し上げます。
　結びになりますが、新しい年が、間税会の
益々の御発展と会員の皆様方の御健勝と御多
幸につながる良い年でありますように、心か
ら祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせて
いただきます。

年頭の御挨拶年頭の御挨拶



岡山県間税会連合会
岡山東	·	岡山西	 ·	西大寺	 ·	瀬　戸	 ·	玉　野	 ·	児　島	 ·	倉　敷
玉　島	·	笠　岡	 ·	高　梁	 ·	新　見	 ·	真　庭	 ·	津　山		 各間税会

「消費税　活かすみんなの　間税会」
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県間連会長からの年賀状県間連会長からの年賀状
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叙勲表彰・納税表彰おめでとうございます
　令和7年春の叙勲受彰者表彰で、中西巧氏が旭日双光章を受彰されました。
　令和7年度財務大臣・国税庁長官納税表彰式が令和7年10月23日（木）に東京・明治記念館で、広島国税
局納税表彰式が令和7年10月29日（水）にホテルグランヴィア広島で挙行されました。
　間税会関係では、財務大臣表彰を大工幸宏氏、真木徳美氏が受彰されました。
　また、広島国税局長表彰を、堀裕文氏、有木信子氏、立石勝氏が受彰されました。
　このほか、各税務署においても税務署長納税表彰が行われ、33名が受彰されました。

叙勲受彰者 旭日双光章 財務大臣納税表彰

広島国税局間税会連合会 常任理事
岡山県間税会連合会 副会長
岡山西間税会 会長

中
なか

西
にし

 巧
たくみ

 氏

広島国税局長表彰

税務署長納税表彰

鼻渡　　遼氏（鳥取間税会）
金田　諒佑氏（米子間税会）
遠藤　陽香氏（松江間税会）
吉川　隆司氏（出雲間税会）
永海　敬郷氏（隠岐島間税会）
大下　双葉氏（岡山東間税会）
植田　蒼生氏（岡山西間税会）
古賀　風花氏（瀬戸間税会）
岩田　央我氏（児島間税会）
赤松　　怜氏（倉敷間税会）
直原　琉莞氏（玉島間税会）

森藤　美優氏（津山間税会）
大賀　璃穂氏（玉野間税会）
池田　　桜氏（笠岡間税会）
瀬島　悠良氏（高梁間税会）
新家有季乃氏（広島東間税会）
石井　千遥氏（広島東間税会）
政藤　克成氏（広島西間税会）
廣田　彩乃氏（三原間税会）
二反田彩希氏（尾道間税会）
佐藤　元昭氏（府中間税会）
佐藤　士元氏（三次間税会）

三上　陽愛氏（庄原間税会）
髙橋　岳大氏（東広島間税会）
吉迫あおい氏（廿日市間税会）
西村　　陸氏（下関間税会）
平本　美貴氏（宇部間税会）
伊藤　　華氏（山口間税会）
末武優乃花氏（萩 間 税 会）
斎藤　嘉友氏（岩国間税会）
貞光　志歩氏（光 間 税 会）
今津　莉緒氏（長門間税会）
國清　悠聖氏（厚狭間税会）

広島国税局間税会連合会 理事
山口県間税会連合会 副会長
長門間税会 会長
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広島国税局間税会連合会 常任理事
岡山県間税会連合会 副会長
倉敷間税会 会長

堀
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文
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広島国税局間税会連合会 理事
広島北間税会 理事
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広島国税局間税会連合会 理事
下関間税会 副会長

立
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まさる

 氏
広島国税局間税会連合会 理事
岡山県間税会連合会 理事
津山間税会 副会長
津山間税会女性部 部長
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全間連第52回通常総会開催

　全国間税会総連合会第52回通常総会が、令和７年
９月17日（水）に東海間連の担当により名古屋市
ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋
で開催されました。当日は、国税庁の高橋課税部
長はじめ多数のご来賓にご臨席いただきました。
全国から会員など約600余名が出席し、広島局間
連からは、総勢62名が出席しました。
　総会では、令和６年度の事業報告・決算報告。
令和７年度事業計画（案）・収支予算（案）がい
ずれも満場一致で承認可決されました。この役員
改選により、全間連会長には、新たに松竹㈱代表
取締役会長の迫本淳一氏が就任されました。

　また、総会に先立ち、同会場で第47回青年部通
常総会、第44回女性部通常総会が開催されました。
女性部通常総会終了後、「税の紙芝居」を希望先
へ贈呈し、当局間連女性部の活動をPRすること
が出来ました。
　総会終了後、記念講演会が行われ、作家・歴史
家の井沢元彦氏による「歴史と文化」～戦国時代
と東海地域の三英傑　経済政策と税金～　と題し
て講演が行われました。
　懇親会では、各種アトラクションが催され、最
後に東海間連から来年の開催地である広島局間連
に会旗が引き継がれ、盛会裏に終了しました。



全国２００万世帯への通販企業です
美味しい食品やおもしろい雑貨など生産者・メーカー様からの商品提案を
お待ちしています
www.yamaki.co.jp

（7）

【全間連第53回通常総会（広島大会）実行委員会】
　令和8年（2026年）9月に、全間連第53回通常総会を広島局が担当することになり、昨年7月29日に広島大会実行
委員会（第1回）を開催致しました。その後、今年度6月30日の第5回広島大会実行委員会から、11月25日の第7回
まで開催し、その間、8月18日に会場運営・案内動員部会、9月19日に広報部会を開催しました。また、全間連
第52回通常総会（名古屋大会）には、久保実行委員長、土岡副委員長以下総勢60名が会期の引継ぎ式に
参加しました。

【委員長会議】
　令和7年11月20日（木）基準の書面協議で、委員長会議を開催いたしました。各専門委員会委員長及び副
委員長宛に①正副会長会議議案②各委員会報告について、書面にて協議を行い、「正副会長会議」の上程案
を決定しました。

【正副会長会議】
　令和７年12月4日（木）ひろぎんホールディングス本社7階会議室にて正副会長会議を開催しました。今回
も「ハイブリッド方式」での開催とし、2名のWeb参加者で開催いたしました。
　会議では、令和7年度上期の活動報告及び収支決算報告の後、令和7年度の納税功労表彰者の紹介、
令和7年度「税の標語」優秀・入選作品、全間連第53回通常総会（広島大会）について報告がなされました。
また、協議事項として、①全間連第
53回通常総会（広島大会）に係る
広告目標等の修正について、②令和
8年5月20日（水）「第53回通常総会」
開催について、③局間連事務局使用
のパソコンの買い替えについて協議が
なされ、それぞれ意見交換の後、承認
されました。

局間連・業種別部会・単位会の動き局間連・業種別部会・単位会の動き
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　広島県間税会連合会連青年部は各単位会の親
会活動の実行部隊として、（広島県内では８つの
地域にある青年部）が広島県間税会連合会青年
部に出向をし、活動をしておりますが、年に１回、
各単位会が持ち回りで主幹となり、青年部大会
を開催しています。
　青年部大会を開催する意図は、間税会を市民
に知って頂く機会を持つ事。そしてどんな活動
を行っているかを知って頂き、我々の仲間になっ
て頂く―会員増強が主眼です。
　このたび令和７年度大会は、広島東・東広島
間税会が主幹となり青年部大会を共催・開催致
しました。
　本年度我々青年部にとっての大きな挑戦は、
近年に県間連青年部に出向をしてくれた東広島
間税会が共催でありますが、主幹になってくれ
た事です。東広島間税会青年部は、まだまだ青
年部の会員が少なく大会を主催する事は難しい
のですが、経験豊富な先輩である広島東の西本
青年部長（広島局の青年部長でもあります）に
青年部大会実行委員長になって頂き、彼のリー
ダーシップの元、東広島間税会寄兼青年部長を
副実行委員長となり、この度の青年部大会の企
画・計画・実行段取りを経験してくれました。
　この経験から今後の東広島間税会青年部が活
躍してくれる事を期待します。

　当日は、広島国税局消費税課・藤村茂消費税
課長様を始め、各青年部が所在する広島東・南・
西・北・廿日市・呉・海田・西条の税務署長様
にお越し頂き、講演会・懇親会に約120名方々が
参加致して下さいました。
　本年度の青年部大会は講師にカープOBの大野
豊氏、達川光男氏と聞き手役として高田萌子さ
んが務めて頂きました。
　カープ第一期黄金時代のお話や、現在のカープ
裏事情、そして当時の年俸からの税金事情などを
面白おかしく語って頂き、参加者からも『達川さ
んより大野さんの方が良く喋るんですね』など
参加して楽しかったと言うご感想を頂きました。
　また懇親会では、広島県間税会連合会の久保
会長がご挨拶で、来年は広島市内にて全間連第
53回通常総会が広島局が担当して、令和8年9月
17日開催されるので、皆さん是非参加をお願い
しますと呼びかけを行い、締めくくられました。
　改めて言いますが県間
連青年部大会の目的は、
【間税会の認知度上げる
事】【仲間を増やす事―
会員増強】です。大会に
参加を頂きた未間税会会
員の勧誘と日頃からの間
税会の告知を何卒宜しく
お願い致します。

広島県間税会連合会青年部大会 報告

広島県間税会連合会青年部　部長　平尾　圭司
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　平素より、広島県間税会連合会女性部会の活
動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申
し上げます。
　女性部では、令和7年度の「税を考える週間」
に以下の行事を行いました。

　まず、11月14日（金）には、県立広島病院の
小児病棟で「税の紙芝居“あきくんともみじちゃ
んのくらしと税金”」の贈呈式を行いました。
広島東税務署の広報官の方と一緒に、紙芝居の
上演や税金クイズも行い、患者さんや保護者の
方、先生方と楽しく税について学びました。こ
の活動は、昨年訪問した広島大学病院小児病棟
からご紹介いただき、実現したものです。参加
された方からは「税金の大切さを改めて知るこ
とができた」「とても勉強になった」といった
声をいただきました。人と人とのつながりを感
じる、あたたかい時間となりました。

　次に、11月15日（土）には、ひろぎんホールディ
ングス本社ビル1階のイベントスペースで「税
を考える週間」セレモニーを開きました。この
日は、第3回「税の紙芝居」の上演、展示、そ
してデジタルサイネージにて「税の紙芝居」の
上映も行いました。
　たくさんの子どもたちや保護者、ご来賓の
方々にご参加いただき、初めて紙芝居を見た方
からは「とても分かりやすく、税金がないと街
がゴミだらけになることなど、よく理解できた」
との感想をいただきました。
　会場では、ゆるキャラの「イータくん」と広
島銀行のマスコットキャラクター「ひろくん」
も登場し、女性部員が外国人キャサリンとナン
シーに扮し、おむすび屋さんと一緒に沿道で呼
び込みをしたりして、会場はとてもにぎやかで
した。
　主催や関係団体、会場のお店、地域の皆さん
が力を合わせて、心に残るイベントになりまし
た。集合写真には、初めて会った子どもたちや
大人たちの笑顔があふれ、税について学ぶこと
が楽しい思い出になったと感じています。

　これからも、皆さまと一緒に税金の大切さに
ついて考えていきたいと思います。今後ともど
うぞよろしくお願いいたします。

広島県間税会連合会女性部活動報告

広島県間税会連合会女性部　部長　田中　岳子
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　全国間税会総連合会が募集した、令和7年度「税の
標語」には全国から515,489点の応募がありました。
広島局間連からは、29,092点の応募があり、下記の通
り、「入選」21名の方が選ばれました。おめでとうご
ざいます。

　今年度、広島局間連の応募数は昨年比▲533点、応
募単位会は、46単位会となっております。来年度は
50単位会すべてが応募されますことを期待しており
ます。

令和7年度「税の標語」入選作品（広島局間連分）

　　　　（広島東間税会）
税があるから　広がる安心　育つ未来
� 加藤　優花

　　　　（広島南間税会）
みんなの税で　ひらく教科書　広がる未来
� 糸賀瑠璃華

　　　　（海田間税会）
この町を　復興させた　税がある
� 松田　雛那

　　　　（東広島間税会）
消費税　役割り知ると　大事だな
� 近畿大学付属広島中学校　植草　美海

　　　　（尾道間税会）
ｅ－Ｔａｘ　自宅や職場から　片手で納税
� 鴨下　　樹

　　　　（三原間税会）
税金を正しく納めて明るい未来
� 新田　桃子

　　　　（府中間税会）
税金は　未来をつくる　道となる
� 田中　芹那
　　　　（三次間税会）
まず知ろう税とは何かその意義を
� 広島県立三次中学校3年A組　藤原　悠音

　　　　（庄原間税会）
コンビニで　初めて納める　消費税
� 竹村　　善

　　　　（徳山間税会）
みんなで築く　税の力で　安心できる豊かな暮らし
� 王　　美揺

　　　　（厚狭間税会）
消費税　僕らもできる　共助の精神
� 高野　大翔

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

　　　　（長門間税会）
ふるさと納税　家族とググって　参加中
� 長門市立仙崎小学校　吉津　彩萌

　　　　（岡山東間税会）
消費税　ぼくも　社会の　一員だ
� 興梠　汰一

　　　　（岡山西間税会）
消費税　私も　立派な　納税者
� 岡山市立曽根小学校　沼野　杏南

　　　　（西大寺間税会）
使い道　知って納める　責任感
� 岡山市立西大寺小学校　川原　　琳

　　　　（玉野間税会）
税金が　未来のぼくを　応援中
� 大賀　璃穂

　　　　（倉敷間税会）
考えよう　日本の未来と　税のこと
� 倉敷市立第二福田小学校6年　畑　唯花

　　　　（玉島間税会）
あなたの安心　みんなの安心　守ってくれる税
� 平井　慶太

　　　　（笠岡間税会）
使い道　正しく知ろう　みんなの税　
� 石井　尚行

　　　　（津山間税会）
納税で　創る社会の笑顔の輪　
� 竹原　美桜

　　　　（米子間税会）
税金で　救える命が　そこにある　
� 岡部　三梛

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

【全間連】
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●「税の標語」
　アルパーク東棟2F「時計の
広場」前の会場において税務団
体協議会との共催で「税金展」
を展示した。本年は、424件の
応募があり、優秀作品には、「広
島西税務署長賞」1名、「広島西
間税会会長賞」1名、「広島市租
税教育推進協議会会長賞」1名、
「入選」12名合計15名を表彰し
賞状と副賞を授与した。
●街頭キャンペーン
　11/９（日）アルパーク東棟・西棟連絡通路
　小雨降る悪天候の中、会員12名と広島西税務署からは、高
木署長ほか幹部の皆様が加わり、消費税に関するファイルや
チラシを各300部通行者に配布し、税の啓蒙活動を実施した。

●11月10日（月）
　女性部「税の紙芝居」贈呈
　認定保育園広島和光園保育
所様に贈呈しました。
●11月12日（水）
　「税に関する川柳・標語」表彰式
　場所：広島南税務署
　「税に関する川柳・標語」を募集し43点の応募がありまし
た。当間税会からは2名が表彰を受けました。
●�11月28日（金）「税の標語」表彰式
　「税の標語」を募集し811点の応募がありました。宇品中
学校、段原中学校、翠町中学校を訪問し、計8名に賞状と記
念品を贈呈し表彰しました。

●「税に関する標語」表彰状授与
　税の標語を募集し、優秀作品
を表彰した。
日時／場所	 11月10日／廿日市市立阿品台西小学校
	 11月11日／廿日市市立金剛寺小学校
	 12月5日／広島県立五日市高等学校
●女性部
　近隣保育園２園で税の紙芝居実演及び贈呈を行った。
廿日市税務署へ生花を贈呈し税務署ロビーに展示された
（期間11/10～11/17）。
●地元高等学校書道部による書道パフォーマンス協賛
　11月9日、商業施設内にて五
日市高校の生徒らによる税に
関する書道パフォーマンスが
行われた。作品は、廿日市税務
署1階に展示されている。

広島西間税会

広島南間税会

廿日市間税会

　広島東間税会
女性部の主催に
より、「税を考え
る週間」初日であ
る2025年11月11日
（火）午前11時か
ら、以下の行事を
開催しました。
　当日はヤマダ
電機 LABI 前 に
て、広島東間税会
横見会長、広島国
税局課税第二部
松浦次長、広島東
税務署増原所長をはじめ、ご来賓を含む25名が参加し、「税
の標語」除幕式を行いました。全国間税会総連合会最優秀
作品の「標語プレート」は、横見会長、前女性部長、松浦次
長の3名によって除幕され、会場は大いに盛り上がりました。
　続いて、法人会、納税貯蓄組合連合会、青色申告会、税理
士会、神戸税関、税務署職員の皆様など、総勢約80名が本
通り商店街でパレードを実施しました。パレード終了後に
は「消費税のクリアファイル」400部を配布し、晴天のもと、
多くの市民の皆様に税の啓発活動を行うことができました。
　また、2025年11
月22日（土）には、
フジグラン広島
にて広島東税務
署管内の税務団
体が集まり、初め
て「租税作品の合
同表彰式」を開催
しました。
　当日は、広島東
税務署管内の税
理士会、法人会、
青色申告会、納税
貯蓄組合連合会、
間税会から代表
者の方々にお集まりいただき、小学生による「税に関する
絵はがき」、中学生による「税についての書写」、中学生・高
校生による「税についての作文」、および「税の標語」など
の表彰作品を展示いたしました。
　また、各団体の代表者から、各賞の受賞者へ表彰状が授
与され、参加した保護者をはじめ多くの来場者から、受賞
者へ盛大な拍手が送られ、最後に団体ごとに記念撮影を行
い、記念に残る表彰式となりました。
　今後も、引き続き、合同表彰式を開催し、広島東税務署
管内の税務団体の一員として、広島東間税会は、税の啓発
活動や租税教育の推進に努めてまいります。

広島東間税会

「税を考える週間」行事に参加
　昨年の11月11日から17日までの間、「税を考える週間」行事の一環として、私たちの生活に欠かせない税についてより深く
考えていただくため、各地で色々な催しが開催されました。
　間税会においても、国税局、税務署及び他の関係民間団体等と協力して、街頭広報活動や「税の標語」の表彰式、税務研修
会や講演会などを開催しましたのでご紹介します。
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　11月16日、天満屋福山ポートプ
ラザ店にて、広島県立神辺旭高
等学校書道部の皆様にご協力い
ただき、女性部主催の「高校生による税に関
する書道パフォーマンス」を開催し、来場者
に税に対する理解を広く呼びかけた。
　また、小学生の「税に関する絵はがきコン
クール」出展作品のうち、作品88点を広島銀行福山営業本
部ロビーへ展示し、来店者に鑑賞いただき、税の意義の啓
発を行った。（展示期間：11月25日～12月8日）。

　令和7年11月15日 庄原市内の
ショッピングセンターにて、納貯
連・法人会と合同で税に関する作
品の表彰式を行いました。
　当日は優秀作品に選ばれた庄
原市内の小学生および中学生20
名以上が参加してくれました。
　表彰式の前には庄原間税会の
西上顧問が恐竜に乗ったサンタクロースのコスチュームで、
税の紙芝居の実演を行い会場の空気を和ませました。
　表彰式終了後は庄原税務署の方々と税を考える週間の
PR活動を行いました。

　山口市内の小学生・中学生を中
心に税に関する作品を募集。そ
の中から絵はがき12点、書写10点、
作文3編、標語2点の優秀作品を選出し、令
和7年11月15日、山口市中市町NACホール
にて、受賞者24名とその家族、関係団体他
18名にて、合同表彰式を開催、改めて子供
の税に関する教育の大切さを実感し、こ
れからもこの啓蒙広報には、山口間税会と
して最大の理解と協力体制をもって、活動して参ります。

　岩国間税会では11月11日から11月17日
の「税を考える週間」の期間において、岩
国市内中学生から募集した税の標語の優
秀作品をゆめタウン南岩国において展示
させていただき、多くの方に観覧していただきました。  
　税の標語の岩国税務署 税務署長賞及び岩国間税会 会
長賞の表彰式については、12月中に行う予定です。

　11月29日10時30分から下松市
の「ゆめタウン下松　海の広場」
で、租税作品合同表彰式を行いました。
　絵はがき・作文・書写・標語の受賞者34名に賞状を授与
しました。その後、会場の全員で「税金クイズ」を行い大
変盛り上がりました。

　令和7年度の「税の標語」を募集し、167作品の応募があ
りました。その中から、光税務署長賞、光間税会会長賞と
して5点の作品を選出し、11月8日（土）に開催の「租税作品
合同表彰式」において表彰を行いました。

福山間税会

庄原間税会

山口間税会

岩国間税会

徳山間税会

光間税会

　11月9日日曜日に呉市
蔵本通り周辺において
「くれ食の祭典」が開催
されました。呉間税会
15名は呉税務団体連絡
協議会のメンバーとと
もに呉文化ホール前広
場において、税の寸劇・
税金クイズ・税の紙芝居
の読み聞かせ・クリア
ファイルの配布等を行
いました。多くの市民が訪れる「くれ食の祭典」での税の
広報活動として、大きな成果となりました。
　また呉税務署の駐車場壁面に、今年の呉の最優秀賞の
税の標語の懸垂幕を作成し掲示を行いました。その他の
標語の優秀作品はゆめタウン呉の3階ホールにおいて11月
1日より18日まで掲示を行いました。充実した税を考える
週間事業となりました。

　11月12日に海田間税会は安
芸税務連絡協議会が主催する
「JR海田市駅前街頭キャンペー
ン」に参加しました。朝の通勤
客で混雑する駅前で「間税会クリアホルダーと、国と財政
と消費税の役割を記載したチラシ」を300枚配布しました。
安芸税務連絡協議会の参加者総数は30名で、海田間税会
からは5名が参加しました。

　東広島市内の中学１年生等を対
象に実施した令和７年度「税の標
語コンクール」には、1,164作品の
応募がありました。当会役員等に
よる審査により50作品（前年30作
品）を選出した後、各関係団体長等
による最終選考を経て、各団体長
賞及び入賞作品を決定しました。
この50作品については、当会役員の手により短冊にしたた
め、税を考える週間期間中、東広島市役所と市内大型店舗
において、他の関係団体作品とともに展示しました。

　尾道間税会では、「税を考える週
間」の事業として、毎年中学生の皆
さまを対象に、作文・書写の租税作
品および「税の標語」を募集してお
ります。
　今年は、管内中学校より作文376
点、書写537点、標語552点の応募を
いただきました。そのうち、各入賞
作品を
・11月11日（火）～16日（日）まちなか文化交流館Bank
・11月18日（火）～30日（日）せらワイナリー
・12月2日（火）～10日（水）フジグラン尾道
にて、展示いたしました。
　また、税務協力団体の（公社）尾道法人会が募集した小
学生の絵はがきも同時に展示され、多くの方にご覧いた
だきました。

呉間税会

海田間税会

東広島間税会

尾道間税会
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日時　令和7年11月30日（日）11時より
場所　市潮彩市場防府・さかな祭り会場内
人数　�防府地区納税貯蓄組合連合会

（防府間税会２名）
内容　防府間税会が所属している防
府地区納税貯蓄組合連合会が集い集
客を見込むさかな祭り会場において、
間税会の標語が書いてある花の種やチラシ、テッシュを
1000部来客者に渡して啓発活動を行った。

●租税教育活動
日時：12/8（月）～2/12（木）
場所：厚狭税務署管内中・高等学校
内容：4中学校、1高等学校から租税
教室の講師派遣依頼がありました。 
●税の標語 受賞作品展示・表彰式
日時：11/7（金）～11/16（日）
場所：�おのだサンパーク（展示）山陽

小野田市文化会館（表彰式）
内容：管内中学校へ税の標語を募集し、966作品の応募が
ありました。このうち優秀作品2作品を他の租税作品（絵
はがきコンクール・習字・作文）と一緒に展示しました。
15日（土）には、合同表彰式も行いました。

●広報活動
　下関税団協の各団体会員と
下関税務署員総勢40名で、11
月5日（水）JR下関駅前周辺で
ポケットティッシュを配り、「税
を考える週間」をPRしました。
●租税作品合同表彰式
　下関税団協の各団体主催で
募集した租税作品の優秀受賞
者を一同に集め、11月8日（土）
下関駅前のショッピングセン
ター「シーモール下関」２階セ
ントラルコートにて、お客様が
見守る中、合同表彰式を行いま
した。各団体の長より36名の
受賞者に表彰状と記念品を授
与しました。終了後、受賞者とお客様を対象に税金クイズ
大会を行い、多くの参加がありました。
　併せて当会では、今年度より実施しました「税の標語」
募集で、185点の応募があり、優秀作品2点（下関間税会会
長賞、下関税務署長賞）の表彰を行いました。

防府間税会

厚狭間税会

下関間税会

　令和7年11月9日（日）10時から
フジグラン宇部店内で宇部税務
署管内納税貯蓄組合連合会及び
宇部間税会共催で税に関する作
文、書写、標語の表彰式を約50人
の参加者で開催した。作文12点、
書写13点、標語2点が入賞した。
併せて「税を考える週間」に因ん
で10月28日（火）から、ゆめタウン宇部、宇部市立図書館、
フジグラン宇部で入賞作品の展示を行った。

　11月15日（土）長門税務署
主導の下、フジグラン長門店
に於いて、間税会の「税の標
語」・法人会の「絵はがきコン
クール」・納貯連合会の「書写」
「税の作文」の優秀作品の合
同表彰式を開催した。当日は
管内11小学校・5中学校から
集められた作品から各団体
が選考した優秀作品20点の
児童・生徒に賞状と副賞が三反畑税務署長以下団体の長
より手渡された。尚、11日～17日までの「税を考える週間」
中、優秀作品は元よりそれぞれの作品が展示された。

　「税を考える週間」初日の11月11
日（火）に岡山東税務署・備前県民
局、岡山東税務署管内の税務関係
団体、間税会の役員・会員、そして
2024年に「日本一かわいい女子高生」
に選ばれた 武田はるあさんを一日
署長に迎え、約40名が参加し、天満
屋アリスの広場で街頭PR・広報車
出発式を行いました。
　また、11月22日にサンピーチ
OKAYAMAにおいて、荒当署長を
ご来賓に迎え、佐々木副会長・女性部・青年部が参加して、
岡山東間税会「税の標語」表彰式を執り行いました。受賞
した児童のほか、父兄の方々も参観されました。

宇部間税会

長門間税会

岡山東間税会

森田和好税理士事務所
個人で行っている小さな事務所ではありますが、その分小回りの効くフットワークの軽さ、
機動力に自信がございます。　JR 前空駅より徒歩3分
〒739-0424　広島県廿日市市前空5-4-15　電話・FAX 0829-54-6850

街頭PR・出発式①

街頭PR・出発式②

「税の標語」表彰式②「税の標語」表彰式①
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●税の標語募集事業
　11月11日からの「税を考える週
間」にあわせて「税の標語」の募
集活動を岡山西税務署管内の小
学６年生を対象に行ないました。
本年は、2,917点の応募がありま
した。厳正なる審査の結果、全国
間税会連合会表彰1点、岡山西税
務署管内表彰7点を選考させて頂
きました。11月には各受賞者の
岡山市内7小学校に出向き表彰式
を挙行し、非常に喜んで頂いたと
ころです。ご応募下さった多く
の児童のみなさん、小学校の先生
方、お世話になった岡山西税務署および岡山西間税会の
役員の皆様に厚く御礼を申し上げます。
●税に関する小学校の書道展
　岡山市租税教育推進協議会による「税に関する小学校
の書道展」表彰式への出席。

●税の標語表彰式を実施（西大寺中学校・西大寺小学校）
　西大寺間税会主催の税の標語の募集に、管内の小学生
及び中学生363名から648作品の応募をいただきました。
　西大寺税務署長・当会役員が厳正な審査を行った結果、
小学生の部では西大寺小学校6年生川原琳さん、中学生の
部では西大寺中学校2年生原野絵菜さんの作品が最優秀
賞に選定されました。
　最優秀賞・優秀賞を受賞した生徒の表彰を各学校で行
うとともに、入賞作品の展示を西大寺税務署管内の施設
で行いました。

岡山西間税会

西大寺間税会

●税の標語募集事業
　瀬戸間税会は、税を考える週間
に合わせ「税の標語」と法人会女
性部会主催「税の絵はがきコン
クール」、納税貯蓄組合主催「税の作文、書写」の租税作品の
啓発活動を税務３団体で開催しています。
　本年度は、募集範囲を備前市のみから、赤磐市、和気町
内の中学校及び県立東備支援学校、14校にまで拡大し、依
頼を行いました。48名、84点の応募があり、税務署長賞1点、
会長賞1点、入選4点を選出しました。
　12月11日（木）に備前市立吉永中学校で表彰式を行い、税
務署長賞を受賞した備前市立吉永中学校１年古賀風花さん
には、瀬戸税務署奥山署長より、また、瀬戸間税会増永会長
より、同校入選の方々に賞状と記念品が贈られました。
　また、税を考える週間に合わせ11月10日～12月3日まで、
赤磐市役所本庁舎、和気町中央公民館、備前市市民セン
ターで展示を行いました。
★瀬戸税務署長賞
　「消費税　よりよい社会へ　つなぐバトン」
　備前市立吉永中学校１年　古賀風花（コガフウカ）さん
★瀬戸間税会会長賞
　「大人も子供も　支え合おう　消費税」　
　備前市立三石中学校１年　有吉悠夏（アリヨシユウカ）さん
★入選
　「考えよう　みんなの税金の　使い道」　
　備前市立三石中学校２年　西谷崚佑（ニシタニリョウスケ）さん
　「税金は　輝く未来の　貯金箱」　
　備前市立吉永中学校１年　溝田策基（ミゾタサクキ）さん
　「消費税　みんなのおかげで　つくれる笑顔」　
　備前市立吉永中学校１年　髙取美和（タカトリミワ）さん
　「税金は　みんなのために　自分のために」　
　赤磐市立磐梨中学校１年　野々村紗彩（ノノムラサアヤ）さん

　11月15日（土）10時より、玉
野市宇野のショッピングモー
ル「メルカ」にて、玉野税団協
と共催する「税を考える週間」
の合同表彰式および街頭PR
活動が行われました。
　表彰式では入賞者の紹介
があり、式後には玉野マリン
大使とご当地ヒーロー東児
ライダーエイトも参加して街頭PR活動を実施しました。
　ティッシュと冷凍・冷蔵パック計五百セットは予定時間
内にすべて配布され、会場は大いに賑わいました。

瀬戸間税会

玉野間税会

岡山市立西大寺中学校表彰式

「税に関する小学校の作品」吉備中央町租
税教育推進協議会の表彰式、写真後列1番
右、中西岡山西間税会会長、前列1番左、
加賀南小学校石井さん（岡山西間税会会長賞）

「税の標語」曽根小学校での表彰式。
写真左から、中西岡山西間税会会長、
曽根小学校沼野杏南さん（全国間
税会総連合会入選）、富部校長

「税の標語」福田小学校での表彰式。
写真左から、中西岡山西間税会会長、
西村校長、鵜川くん（岡山西間税
会優秀賞）、植田くん（岡山西税務
署長賞）、佐伯岡山西税務署長

岡山市立西大寺小学校表彰式

11月22日「税に関する小学校の書道展」
西川アイプラザでの表彰式へ出席。写真左
側、中西岡山西間税会会長、右側津島小
学校小倉くん（岡山西間税会会長賞）
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　倉敷間税会では、6月より倉敷税務署管内の小学校に対
して「税の標語」募集を行い、9月の締め切りまでに13校
903点の応募をいただきました。
　11月14日に倉敷市立老松小学校を訪問し「倉敷税務署
署長賞」の表彰式を行い、また11月20日には総社市立総社
西小学校を訪問し「倉敷間税会会長賞」の表彰式を行い、
11月26日には倉敷市立第二福田小学校へ「全国間税会総
連合会入選」の賞状と記念品をお届けいたしました。
　なお、全国間税会総連合会入選他の優秀賞受賞作品に
ついては、11月4日から11月28日の期間中、「イズミ・ゆめタ
ウン倉敷」ならびに「天満屋ハピータウンリブ総社店」に
おいて作品の
展示を行い、多
くの方が鑑賞
されました。

⑴備中県民局地域づくり推進賞受賞
　岡山県備中県民局より「令和７年
度地域づくり推進賞」を受賞いたし
ました。本賞は、県民や団体、企業
などが行う地域づくりに関する優
れた取り組みの中から、地域への貢
献度や模範生が認められた活動に贈られるものです。当会は、
地域の将来を担う中学生に向けて税に関する正しい知識
を伝える租税教育活動を継続的に実施している点が高く
評価されました。表彰式は10月28日、備中県民局にて開催
され、野田会長および沼本副会長が備中県民局長より賞
状と記念品を授与されました。
⑵「税の標語」作品の選考と表彰
　令和7年度の「税の標語」では、玉島税務署管内の中学校
から合計696点の応募が寄せられました。9月17日には玉
島税務署において、玉島税
務署長および玉島間税会
役員による最終審査が実
施され、玉島間税会長賞や
玉島税務署長賞など10点
の優秀作品が選出されま
した。
　11月7日には、玉島間税
会の野田会長が受賞校を
訪問し、表彰式を開催。受
賞者へ賞状と記念品を贈
呈し、喜びの声が寄せられ
ました。また、選ばれた優

倉敷間税会

玉島間税会

秀作品は、租税団体の作品とともに、11月4日から9日まで
玉島市民交流センターに展示され、多くの市民の皆様に
ご覧いただきました。
⑶広報ＰＲ活動
　11月9日（日）、玉島市民交流センターおよびその駐車場
を会場に開催された「第36回玉島ふれあい物産展」に参加
しました。当日はあいにくの天候にもかかわらず、約
13,000人もの来場者で大いに賑わいました。
　玉島税務署のご協力のもと、（公社）玉島法人会、玉島税
務協力会、玉島納貯連と共同で出展し、税に関するPR活
動を行いました。出展
ブースには多くの親
子連れの方々にお越
しいただき、終始にぎ
やかな雰囲気の中、盛
況のうちに終了いた
しました。

　令和7年度の「税の標語」を募集し、今年度は745点の
作品応募があり、審査の結果、次のとおり入賞作品を決
定して、優秀賞表彰のほか応募者全員に参加賞を贈りま
した。また、「税を考える週間」に合わせて入賞者の展示
を行いました。石井尚行さんの作品は全間連の入選にも
選ばれております。

笠岡間税会

受賞 作品
笠岡間税会長賞 使い道 正しく知ろう みんなの税

石井 尚行　岡山県立笠岡商業高等学校

笠岡間税会長賞 私の税 みんなの暮らし 助けてる
田原 悠愛　岡山県立笠岡商業高等学校

笠岡税務署長賞 考えよう 税の有り方 使い方
池田 桜　岡山県立笠岡商業高等学校

笠岡税務署管内税務 税金で 守るみんなの くらしと夢
団体協議会長賞 藤原 愛斗　岡山県立笠岡商業高等学校

優秀賞 税金の 知る見る学ぶ 使い道
高杉 怜矢　岡山県立井原高等学校

優秀賞 税金は 今を守って 未来を拓く
胃甲 愛結　岡山龍谷高等学校

優秀賞 税金は まちの笑顔の 応援団
古山 鈴那　岡山県立笠岡商業高等学校



株式会社 オンリーワン

〒730－0004 広島市中区東白島町13－7佐伯ビル2F　TEL（082）511－7825　FAX（082）511－7820
代表取締役　西本　愼一

〇相続・贈与について　〇生命保険のコンサルティング

〇福利厚生プラン　　　〇企業退職金積立プラン

〇資産運用のご相談　　〇企業年金コンサルティング等

（事業内容）
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●�『税の標語』・『税に関する習字・作文』の作品募集
　及び表彰式の実施
　『税の標語』（小学生）及び『税に関する習字・作文』（中学
生）作品を募集し、審査の結果選ばれた優秀作品を、税を
考える週間にあわせて11月11日～17日までの間、高梁市図
書館4階多目的室に展示いたしました。13日（木）には、同
会場において表彰式を開催し、『税の標語』の最優秀作品2
点を高梁税務署長賞、高梁間税会会長賞として、また、『税
に関する作文』においても優秀作品を、高梁間税会会長賞
として表彰並びに副賞を贈呈いたしました。

日時：2025年11月25日
場所：�カフェリンク（米子市倉吉町65）
内容：�米子税務署長　岡信行様をお

招きして「税務行政の現状と課
題」というテーマでご講演いた
だきました。

　e-Taxによる電子申告が80%を
超える現状の一方で、キャッシュ
レス納付の利用率が50%弱にと
どまっていることなども詳細か
つ明確にご説明いただきました。
　当会役員一同、税務行政に対する理解を一層深める大
変貴重な機会となりました。

　2025年10月28日（火）13：10
松江市立義務教育
　学校八束学園にて、税の
標語松江間税会会長賞の表
彰式を行いました。受賞者
は6年1組伊藤恵理さんです。
受賞作品は〝納税は明るい未
来へのバトンリレー〟です。

高梁間税会

米子間税会

松江間税会

　石見大田間税会では、
「第29回税を考える週
間事業」の一環として、
恒例の税の標語や税金
クイズを実施しました。
　税の標語は、中学生
の部と一般の部で募集
を行い、中学生の部が
65作品、一般の部が61
作品、合計126作品の
応募があり、各部1点の
最優秀作品を選考いた
しました。
　最優秀作品は、11月
16日に大田商工会議所
で開催された租税作品合同表彰式において「石見大田間
税会会長賞」として表彰しました。
　税金クイズは、税に関する問題など全3問を葉書に記載
して配布したところ、今年度は263通の応募があり、正解
者から抽選で30名を選出し、会員事業所で使用できる商
品券を発送しました。

●�租税作品を各会場で
展示
　毎年「税を考える週
間」行事として、管内の
各小中高校より租税作
品を募集しており、今
年も各賞の表彰および
作品展示を行いました。
　今年度の租税作品の
参加校は37校で、応募
作品数は1,024作品（小
学生の絵はがきは29
校605作品、中学生は
書写6校168作品と作
文1校21作品、高校生
は作文1校230作品）でした。
　作品展示は、浜田税務署管内13会場で行われました。

石見大田間税会

浜田間税会

租税作品展示（11月11日～17日）

足達会長と受賞者伊藤恵理さん



令和7年9月以降、全間連第53回通常総会（広島大会）の実行委員会は、令和7年9月19日に記念会報
誌発刊に向けて、広報部会を開催し、10月8日（第6回）、11月25日（第7回）実行委員会を開催しました。

これまでの委員会では、動員計画、概算予算収支、懇親会運営・メニュー、エクスカーションなど、
少しずつではありますが、概要が決まっております。記念講演会講師選考に苦戦しておりますが、年
内にはめどを立てる予定です。

令和7年9月17日の全間連総会（名古屋大会）へは、広島局間連から62名の参加者により、盛大に会
期の引継ぎ式を行いました。

【名　　称】	 全国間税会総連合会第53回通常総会(広島大会)
【開  催  日】	 令和8年9月17日（木）
【開催場所】	 リーガロイヤルホテル広島

開催まで　あと　　　　　　　　　　　日2 4 5
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運輸業 , 産業廃棄物収集運搬業 , コークス販売業他　　　　　　　

広島県呉市阿賀南 3-8-5
☎　0823-71-8228 代表取締役　土岡　正和

プロパンガス販売 ・ オートガス販売
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１．ご挨拶
２．間税会組織図

３．活動報告・お知らせ
４．会報等

広島国税局間税会連合会のホームページを是非ご覧ください ! !

www.hiroshima-kanzeikai.jpア ド レ ス

主なコンテンツ

事務局
からの
お知らせ

児島間税会
　児島間税会（会長：森陽一郎）は、岡山県倉
敷市児島を管内とし、事務局を有限会社古谷改
進堂内に設置し運営をしています。
　主な活動は、中学生を対象とした租税教室と
税の標語の募集、また税を考える週間では駅前
で関係税務団体と連携して税に関するPRを
行っています。
　今後の目標としては、会員増強と活動を活性化
させ会員の発展に寄与できればと考えています。
【事務局】〒711-0913　
岡山県倉敷市児島味野
1丁目9番24号
（有）古谷改進堂内
TEL086-472-2058
FAX086-472-2065

事 務 局 の 介紹事 務 局 の 介紹

岡山ばらずし
「岡山ばらずし」は新鮮な海産物と旬の農産物をふんだんに盛り込んだ
寿司で岡山県の郷土料理です。
その由来は江戸時代に遡り、備前岡山藩主の池田光政公が倹約令を発し、
日常の食事を「一汁一菜」としたことを受け、庶民はその制約を守り
ながらも美味しい物を食べたいため、すし飯に沢山の魚介類や旬の野菜
を混ぜ込み、一つの食べ物だから「一菜」として食したからだとか…。
また、寿司桶にたくさんの具材を敷き詰め、その上に干瓢や椎茸が入った
寿司飯をのせ、素朴な寿司に見せかけ、食べる前にひっくり返して食べ
たという逸話もあります。
今では、隠す必要もなくなりましたので、すし飯に沢山の具材を載せて、
祭りや祝い事、お正月の時など特別なハレの日の料理として作られてい
ます。

提供　岡山県観光連盟

笠岡間税会
　笠岡間税会は、笠岡税務署管内（岡山県南西部）2市1町を活動エリアとし、
笠岡商工会議所内に事務局を置いて運営しています。瀬戸内海沿岸に位置し
た温暖な気候と多島美に加え、山陽道宿場町の歴史的な街並みを残し、デニム、
石材、牡蠣等、特色ある地場産業が共存する魅力的な地域です。
　主な活動としましては、毎年「税の標語」を高校生を中心に夏休みの課題
として募集しております。今年は他の租税協力団体と連携協力し、合同審査会、
合同表彰式を行い、税に対する理解を深め、租税教育の推進に努めています。
　現在、71会員で構成され、会員増加が今後の課題となっております。
租税教育、研修会等を通し結束を深め、会の発展に努めていきたいと思い
ます。
【事務局】〒714-0098
岡山県笠岡市十一番町3-3
笠岡商工会議所　内
TEL0865-63-1151
FAX0865-62-3730


